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１．計画書 

 

県北都市計画地区計画の決定（伊達市決定） 

 

 都市計画箱崎布川地区計画を次のように決定する。 

名 称 箱崎布川地区計画 

位 置 伊達市箱崎字布川、伏黒字柳原の各一部 

面 積 約４．５ｈａ 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針 

地区計画の目標 

本地区は、伊達地域の市街化調整区域に位置し、市街化区

域から約 0.8km の距離にあり、広域幹線道路である国道 399

号沿道に位置している。 

幹線道路沿いの良好な立地をはじめ、相馬福島道路の供用

や、伊達桑折インターチェンジ周辺における開発計画により

開発動向が非常に高い地域であり、無秩序なスプロール化に

繋がる懸念が大きい。 

そのため、国道沿線の限られた範囲において、地区計画設

定による計画的に良好な市街地形成を誘導するものである。 

伊達市都市計画マスタープランにおいて、国道 399 号沿道

は沿道型商業業務ゾーンとして、幹線道路の機能強化と適切

な沿道利用を促進することにより、良好なまちなみの形成を

図ることを目標とする。 

さらに、田園集落地ゾーンとして、市街地周辺の無秩序な

宅地化の抑制など適切な土地利用の誘導と自然環境や農地の

保全を併せた住環境の整備により、農地と住宅地が共存する

良好な住宅地の形成を図ることを目標とする。 

土地利用の方針 

本地区では、次の区分を設定し土地利用方針を定める。 

【Ａ地区】 

 幹線道路の沿道において、適正な土地利用の整序を図るた

め用途の混在を防止するとともに、沿道の機能を活かし地域

経済の活性化を図る地区とする。 

【Ｂ地区】 

 既存集落や沿道地域で地域の特性を活かして、住宅を計画

的に配置し、住宅地としての整備を図る地区とする。 



地区施設の整備方針 

地区周辺と調和した良好な都市機能の充実を図るため、以

下の施設整備を行う。 

１．区画道路１号を地区の玄関口となるよう、幅員９ｍの片

側１車線の道路として、交通需要を満足するよう整備を行

うとともに、地区内外からの利用者に安全で快適な歩行者

空間を確保する。 

２．区画道路２号～11号については、幅員６ｍ以上を確保し、

系統的に配置する。また、交通機能や防災機能の向上を目

指し、整備された道路等の公共施設は機能が損なわれない

ように環境保全を図る。 

３．周辺の自然環境と調和を図るため、公園の位置を定める。 

建築物等の整備方針 

１．土地利用の方針に基づく施設整備を実現するため、建築

物の容積率及び建ぺい率の最高限度並びに建築物の敷地面

積の最低限度を定める。 

２．周辺環境と調和した土地利用を図るため、建築物等の高

さの最高限度、壁面の位置の制限、北側斜線及び日影規制

を定める。 

３．良好な都市景観の形成を図るため、形態又は意匠の制限、

垣又は柵の構造の制限を行う。 

地

区

整

備

計

画 

地区施設の配置 

及び規模 

道路 

・区画道路１号 幅員９ｍ 延長約 180ｍ 

・区画道路２号 幅員６ｍ 延長約 290ｍ 

・区画道路３号 幅員６ｍ 延長約 270ｍ 

・区画道路４号 幅員６ｍ 延長約 110ｍ 

・区画道路５号 幅員６ｍ 延長約 100ｍ 

・区画道路６号 幅員６ｍ 延長約 90ｍ 

・区画道路７号 幅員６ｍ 延長約 90ｍ 

・区画道路８号 幅員６ｍ 延長約 120ｍ 

・区画道路９号 幅員６ｍ 延長約 90ｍ 

・区画道路 10号 幅員６ｍ 延長約 70ｍ 

・区画道路 11号 幅員６ｍ 延長約 110ｍ 

（配置は計画図表示のとおり） 

公園 ・地区公園  面積約 800㎡ 

その他 ・交通施設  面積約 100㎡ 



建

築

物

等

に

関

す

る

事

項 

地区の

区分 

地区の

名称 
Ａ地区 Ｂ地区 

地区の

面積 
約１．３ｈａ 約３．２ｈａ 

建築物等の用途

の制限 

準工業地域の範囲内、ただ

し、劇場、映画館、演芸場、

観覧場又は店舗、飲食店、展

示場、遊技場、勝馬投票券発

売所、場外車券売場、場内車

券売場、勝舟投票券発売所に

供する建築物で、その用途に

供する部分（劇場、映画館、

演芸場又は観覧場の用途に供

する部分は、客席の部分に限

る。）の床面積の合計が１万㎡

を超えるもの（建築基準法（昭

和 25年法律第 201号）別表第

２（か）項に掲げる施設）、キ

ャバレー、料理店その他これ

らに類するもの及び住宅を除

く。 

 ただし、地区計画の決定告

示の際、現に存するこの制限

に適合しない建築物及び土地

については、この限りでない。 

第一種中高層住居専用地域

の範囲内、ただし、長屋、共

同住宅、寄宿舎又は下宿は除

く。 

ただし、地区計画の決定告

示の際、現に存するこの制限

に適合しない建築物及び土地

については、この限りでない。 

建築物の容積率

の最高限度 
２００％ ２００％ 

建築物の建ぺい

率の最高限度 
６０％ ６０％ 

建築物の敷地面

積の最低限度 

５００㎡ 

ただし、地区計画の決定告

示の際、現に建築物の敷地と

して使用されている土地で、

当該規定に適合しないものに

ついては、この限りでない。 

２００㎡ 

ただし隅切りは１８０㎡ 

ただし、地区計画の決定告

示の際、現に建築物の敷地と

して使用されている土地で、

当該規定に適合しないものに

ついては、この限りでない。 



壁面の位置の 

制限 

建築物の外壁又はこれに代

わる柱の面から敷地境界線及

び道路境界線までの距離は

1.0ｍ以上とする。 

ただし、次の各号のいずれ

かに該当する場合は、この限

りでない。 

（１）物置その他これに類す

る用途に供する付属建築物 

（２）付属建築物の自動車車

庫 

（３）地区計画の決定告示の

際、現に存する壁面 

建築物の外壁又はこれに代

わる柱の面から敷地境界線及

び道路境界線までの距離は

1.0ｍ以上とする。 

ただし、次の各号のいずれ

かに該当する場合は、この限

りでない。 

（１）物置その他これに類す

る用途に供する付属建築物 

（２）付属建築物の自動車車

庫 

（３）地区計画の決定告示の

際、現に存する壁面 

建築物等の高さ

の最高限度 

１５ｍ 

 ただし、地区計画の決定告

示の際、現に存する建築物に

ついては、この限りでない。 

１２ｍ 

 ただし、地区計画の決定告

示の際、現に存する建築物に

ついては、この限りでない。 

北側斜線  

第一種中高層住居専用地域の

範囲内 

ただし、地区計画の決定告

示の際、現に存する建築物に

ついては、この限りでない。 

日影規制 
 

第一種中高層住居専用地域の

範囲内 

ただし、地区計画の決定告

示の際、現に存する建築物に

ついては、この限りでない。 

建築物等の形態

又は意匠の制限 

建築物等の形態や意匠は、

周囲の景観に調和したものと

し、原色の多用を避けるもの

とする。 

ただし、地区計画の決定告

示の際、現に存する建築物に

ついては、この限りでない。 

建築物の屋根又は外壁の色

彩は、周囲の景観に調和した

ものとし、原色の多用を避け

るものとする。 

ただし、地区計画の決定告

示の際、現に存する建築物に

ついては、この限りでない。 



垣又は柵の構造

の制限 

道路に面する垣や柵は、周

辺市街地に対する圧迫感や閉

そく感を与えないよう配慮

し、主要な公共施設や地区施

設の利用を妨げないものとす

る。 

ただし、次の各号のいずれ

かに該当する場合は、この限

りでない。 

（１）門柱、門壁、門扉 

（２）地区計画の決定告示の

際、現に存する垣又は柵 

道路に面する垣又は柵の構

造は、生け垣又は透視可能な

フェンスとする。ただし次の

いずれかに該当するものにつ

いては、適用しない。 

（１）門柱として設置するも

の 

（２）フェンス等の基礎とし

て設置される高さ 50 ㎝以下

の工作物 

（３）地区計画の決定告示の

際、現に存する垣又は柵 

「区域、地区施設の配置は計画図表示のとおり」 

 

理 由： 

本地区は、伊達地域の市街化調整区域に位置し、市街化区域内の拠点施設（伊達支所）から

約 0.8km の距離にあり、広域幹線道路である国道 399 号沿道の地区である。周辺には教育施設

である伊達東小学校、伊達中学校があり、沿道には商業施設が点在しており、利便性に恵まれ

た地区である。 

また、相馬福島道路の供用開始や伊達桑折ＩＣ周辺における大型商業施設の開発計画により、

国道沿線に継続的な開発需要の高まりが見込まれ、このまま放置すると無秩序な市街地形成に

繋がることが想定されることから、国道 399 号沿線の限られた区域内において、周辺の交通環

境・利便性を活かしつつ、一定の制限と規制を設けることで周辺との調和を図り、良好な住環

境の形成を図るため、地区計画を決定しようとするものです。 


